











う単語は元々日本からの借用 （ 1） であり、それが中国で定着し
た。始まりからもわかるように中国の世界語は日本のエスペラ
ントと馴染みが深い。  











語と出会い、結実していったかを考察していきたい。   
 
 第一章  周作人の世界語との出会いとその時期  
 
  第一節  周作人と世界語の出会い  
 周 作 人 は い つ ど の よ う に し て 世 界 語 と 出 会 っ た の で あ ろ う か 。
それは当然周作人が日本に留学した時であろう。しかしその正
















と あ る 。 で は 何 時 世 界 語 を 学 習 し た の か 。 以 下 に 検 討 し て み る 。  
 まずこの件について言及している資料を見てみる。  








 ②『中国世界語者与世界語運動』「下篇  中国世界語人物志















  （ 1908年、張継が日本の東京の《民報》社において世界語





 先ず①では周作人は 1921年 6月から 9月まで、世界語を学んだ






















































  第二節  日本のエスペラントの状況  














































堂回想録』「 80 民報社聴講」には、  






のは、 1908年から 9年 (1 1） の事だった。（略）許季茀と銭家
治、更に私たち二人（魯迅と周作人を指す、筆者注）。未
生と銭夏（後、玄同と改名）、朱希祖、朱宗萊は皆大成に




の採用、普及を盛んに主張することになるが （ 12） 、銭玄同と世
界語の出会いも又た日本留学中である。「世界語名著選序」
（ 13） には、  
 



































らを参照すればわかるが （ 15） 、一例を挙げると、当時日本に留
学していた景梅九の『罪案』「呑気呑気」に、  
 





















 第二章  帰国後の世界語との関わり  
  第一節  帰国から静養まで   










『周作人日記』（以下『日記』と略す） （ 1 7） 等を元に一覧にま
とめてみる。  
 
1913年 12月  9日  下午往大街買 Jones:《 The Esperanto 
Manual》  
1913年 12月 16日  閲《世界語要略》至一百叶。  




1919年  3月  1日  在出版部購『大成エスペラント和訳辞  
典』。  
1920年  9月  2日  往大學、借世界語書不得、即返。閲 Jones
『世界語教本』。  
    9月 10日  借来世界語書二本。  
    9月 11日  閲『世界語文選』。  
    9月 12日  下午閲『世語文選』。訳詩数章  
    9月 14日  閲《文選》。   
    9月 22日  上午得孫芾仲君函、世界語書二冊。  
    9月 23日  訳世界語本小説二篇。  
    9月 27日  至聖経会購世界語『新約』、不得。  
    9月 28日  「世界的霉」（ 1921年 4月 1日『新青年』
第 8巻第 6号）  
    9月 30日  「一滴的牛乳」（ 1921年 4月 1日『新青
年』第 8巻第 6号』）  
   10月  5日  至東堂子胡同訪蔡先生、托買世界語書。  
   11月  1日  「雑訳詩二十三首」（ 1920年 11月 1日『新
青年』第 8巻第 3号）  
   10月 23日  晩得孫芾仲君送来改正世界語規則  并字表
一紙。  
   12月  1日  還呉君世界語書一冊。  
   12月  2日  下午托重君至日郵局取丸善廿一日小包、
内『文学之現代的研究』及世界語書一
冊。  
   12月 24日  上午訳世界語本小説。  
         「愿你有福了」（ 1921年 4月 1日『新青  
年』第 8巻第 6号）  
  書目  12月  世界語文選  
 








 1913年 12月 9日、ジョーンズの『 The Esperanto Manual』を
大通りで購入とある。この年の 3月に周作人は浙江省第五中学
の教員として赴任して来た。そこで購入したのが『 The 
Esperanto Manual』 で あ る 。 こ の 『 The Esperanto Manual』 は 、
1913年、ロンドンで出版された世界語のテキストで、 25課で構
成されている。ただこの本の著者のジョーンズ（ Margaret L. 
Jones）という人物の詳細は現段階では不明である。  
 同月 16日には『世界語要略』を 100頁読んだとある。この
『世界語要略』は日本で出版されたようでは無いので、中国で
出版された書籍なのかも知れないが、詳細は全く分からない。  
 1915年 8月 12日 に も ジ ョ ー ン ズ の 世 界 語 の 書 を 読 ん だ と 有 る 。
恐らく『 The Esperanto Manual』のことであろう。  
 その後暫くは世界語に関する記述は見当たらず、 1919年 3月 1
日に『大成エスペラント和訳辞典』を購入したと有る。これは
1914年 6月に中村精男 , 黒板勝美 , 千布利雄の共著で、日本エ
スペラント協会から出版された辞書である。中村精男は日本エ
スペラント協会の初代理事長、黒板勝美は東京帝国大学教授、























































とは、 1913年に購入したジョーンズの『 The Esperanto 
























第二節  「雑訳詩二十三首」  
 帰国してから静養まで、周作人の世界語の取り組みを見てき
た。その取り組みの成果の一つに 1920年 11月 1日の「雑訳詩二
















年』で一度発表する。 1920年 9月 30日記す。）  
 










①  第一首目「囚人」。リトアニアの民謡である。文末に、  
 
  這首詩据同勃羅夫斯寄（ A.Dombrowski）的世界語訳本、従








著作した人物である （ 21） 。  
②  四首目「雲雀」。チェコの民謡である。文末に、   
 
  洛倫支（ F.Lorenc）世界語訳本、在模範文選中、無第四
節、今据古代斯拉夫文学史第八章所引補引。  







③  十六首「秋天」。文末に、  
   










④  十七首目「我説」。文末に、  
  
  凡貝爾格（ Vejnberg）也不知道是那里人、這篇詩経哈勒爾









⑤  八首目「莫説」。文末に、  
 






⑥  十九首目「夢想」。文末に、  
 
  格拉波夫斯寄（ A.Grabowski）世界語訳本、載在所編万国
文選中、只註云波蘭短歌、無作者名字。模範文選裏也有這
一篇、署名逹爾曼（ P.Dalman）作。  
  （グラボウスキーの世界語の訳本が、『万国文選』の中に
あ る が 、 注 の ポ ー ラ ン と の 短 歌 の 後 に 、 作 者 の 名 字 が 無 い 。
『模範文選』にもこの一篇があり、ダルマンの作との署名





⑦  二十二首「你為甚麽愛我」。文末に、  
 
  這一首由申沙耶夫（ A.Sensajev）用世界語訳出、載在愛斯











 ⑧二十三首目の「鷹的羽毛」。文末に、  
 
  這一首也在万国小文選裏。  
  （この一首も『万国小文選』にある。）  
 
とある。    
 以上に見て来たように世界語から翻訳されているのは、二十
三首中八首であった。そしてその基になっている書籍は『模範









人」は「 La malliberulo」、②「雲雀」は「 Alaŭ deto 」、③
「秋天」は「 Aŭ tuno」、④「我説」は「 Mi rakontis」、⑤
「莫説」は「 Ne diru」、⑥「夢想」は「 Revaĵ o」とそれぞれ
収録されている。『万国文選』は後述する。  
 
  第四節  静養時期の成果・『小説月報』  
 第一節では周作人の世界語の結実の一つとして「雑訳詩二十
三首」を挙げた。では静養した時期の成果を検討していく。  





















 1921年（ 2月から 5月の日記はない。よほど体調が良くなかっ
たのか）  
    6月  2日  西山 静養開始  
    6月 12日  得半農寄来世界語《新約》一冊。  
    7月  1日  上午 訳ゴムリツキ小篇了。  
         『燕 子與胡蝶』（ 1921年 8月 10日『小説報』
第 12巻 8号、後『現代小説訳叢』）  
    7月  3日  訳プ ルース小篇了。  
         『影 』（ 1921年 8月 10日『小説月報』第 12巻
8号、後『現代小説訳叢』）  
    7月  7日  下午 訳シエンキエヰチ小説了。（ 1921年 9月
10日『二草原』（『小説月報』第十二巻第
九号）後『現代小説訳叢』）  
    7月 14日  連日訳コノプニツカ小説。  
    7月 18日  訳テトマエル小品了。  
         『猶 太人』訳者注。（ 1921年 9月 10日『二草
原』（『小説月報』第十二巻第九号）後
『現代小説訳叢』）  
     








 ①「燕子與胡蝶」は『小説月報』第十二巻第八号（ 1921年 8
月 10日）に発表されている。ポーランド人のヴィクトル・ゴム
リツキの作品である。その文末に、  
   
  這一篇原名「這是燕子胡蝶們所不懂的」（ Kion ne 
komprenas la hirundoj kaj pupilioj）。徳国巴因
（ K.bein）博士用世界語訳出、收在所編的波蘭文選（ Pola 
antologio、 1909）裏、現在便据這一本重訳的。一九二一
年七月一日記。  
  （これは原題は「これは燕と蝶の知らないこと」（ Kion 





ラ ン ド 人 。 ポ ー ラ ン ド 眼 科 学 会 の 創 設 者 。 カ ー ベ は ペ ン ネ ー ム 。
初期のエスペラント運動の指導的な役割を担うが、 1911年にエ
スペラントから一切手を引いた人物である。  
 ②「影」も『小説月報』第十二巻第八号（ 1921年 8月 10日）
に発表されている。ポーランド人のプルースの作品である。そ
の文末に、  
   












































  Sienkiewicz一字、照世界語拚法、是 Sjenkjevie。従前用
漢字合音的時候、冩作顯克微支的就是。七年八月十日識  
























  這一篇小説、従世界語波蘭文選訳出。  











 このベインの『波蘭文選』は、原題は『 Pola Antologio』、
作者は KABE、 1909年、出版社はパリのアシェット（ LIBRAIRIE 
HACHETTE）である。収録されているのは 14名、 19作品である。
その中にはゴムリツキの「燕子與胡蝶」、プルースの「影」は
「 Ombroj」、シェンキェヴィチの「二草原」は「 Du 




























 『現代小説訳叢』は 1922年 5月、上海商務印書館から出版さ
れ、魯迅 9篇、周作人 18篇、周建人 3篇の合計 30篇から成ってい
る。前述した「二草原」「影」「燕子與胡蝶」「我的姑母」
「猶太人」 （ 23） は収録されているが、それ以外にも世界語から
の訳出作品がある。それを以下に見ていく。  
 ①「愿你有福了」  
 これはシェンキェヴィチの作品であり、 1921年 4月 1日『新青
年』（第 8巻第 6号）に発表された。日記には 1920年に「 12月 24
日  上 午 訳 世 界 語 本 小 説 」 と あ る の が 「 愿 你 有 福 了 」 で あ ろ う 。
この文末に事情が書いてある。  
 
  顯克微支（ Henryk Sienkiewicz 1846-1916）的事情、我在
域外小説集及點滴上曾講到一點、所以現在不再説了。這一
篇是据波蘭人格拉波夫斯奇（ Grabowski）的世界語訳本訳










一緒に発表した。 1920年 12月 24日記す。）  
 











（ Antologio Internacia）中世界語訳本訳出。  
（この一遍はグラボウスキー編纂の『万国文選』
（ Antologio Internacia）の世界語の訳から訳出した。）  
 
 『 Antologio Internacia』は、 1904（？）年にパリのアシェ
ットから出版され、「 KONDUKANTO」と「 ANTOLOGIO」の二部構
成である。シェンキェヴィチの作品も収録されており、「愿你




 ②「世界的黴」  
 これはプルースの作品であり、これも 1921年 4月 1日『新青






  （ こ の 一 篇 も ま た グ ラ ボ ウ ス キ ー の 世 界 語 の 訳 本 に 依 据 し 、
『万国文選』より訳出した。 1920、 9、 28、訳者附記
す。）  
 
 「愿你有福了」同様、グラボウスキーの『 Antologio 
Internacia』に依据していることがわかる。『 Antologio 
Internacia』には「 La ŝ imo de l'mondo」として収録されて
いる。  





で、これも 1921年 4月 1日『新青年』（第 8巻第 6号）に発表され




  近日在愛斯普列忒（ Ajspurit）編的万国小文選裏、看見逹

































































〈 注 釈 〉  
（ 1） エ ス ペ ラ ン ト の 訳 語 で あ る 世 界 語 は 、 日 本 で 使 用 さ れ 、 中 国 人 留
学 生 が 後 に 中 国 に 持 ち 帰 っ た 。 銭 玄 同 「 答 孫 国 璋 論 Eeperento」 に
「 這 “ 世 界 語 ” 三 個 字 、 係 日 本 人 所 訳 」 と あ る 。  
（ 2） 北 京 世 界 語 専 門 学 校 に つ い て は 、 拙 稿 「 民 国 初 期 の 世 界 語 ー 北 京
世 界 語 専 門 学 校 を 中 心 に 」 （ 『 中 国 言 語 文 化 研 究 』 第 十 号 、 2010
年 7月 1日 ） 参 照 。  
（ 3） 手 塚 登 士 雄 、 『 ト ス キ ア ナ 』 一 号 、 2005年 4月 15日 、 ト ス キ ア ナ
の 会 。  
（ 4） 藍 天 強 主 篇 、 2002年 8月 1日 、 中 国 世 界 語 出 版 社 。  
（ 5） 候 士 平 、 http://www.elerno.cn/movado/movado197.htm 
（ 6） 社 会 主 義 講 習 会 に つ い て は 、 嵯 峨 隆 、 『 近 代 中 国 の 革 命 幻 影  劉
師 培 の 思 想 と 生 涯 』 、 1996年 4月 1日 、 研 文 出 版 に 詳 し い 。  
（ 7） 『 民 報 』 第 21号 、 1908年 6月 10日 。  
（ 8） 初 芝 武 美 、 1998年 10月 3日 、 財 団 法 人 日 本 エ ス ペ ラ ン ト 学 会 。    
（ 9） 周 作 人 が 『 天 義 』 に 発 表 し た 論 文 は 、 以 下 の 通 り 。  
「 偶 成 三 首 」 、 1907年 7月 25日 、 『 天 義 』 第 4期 。  
「 婦 人 選 挙 権 問 題 」 、 1907年 7月 25日 、 『 天 義 』 第 4期 。  
「 婦 人 選 挙 権 問 題 続 」 、 1907年 9月 15日 、 『 天 義 』 第 7期 。  
「 愛 理 薩 阿 什 斯 珂 」 、 1907年 9月 15日 、 『 天 義 』 第 7期 。  
「 喬 治 愛 里 阿 徳 」 、 1907年 9月 15日 、 『 天 義 』 第 7期 。  
「 西 伯 利 亞 之 囚 」 、 1907年 9月 15日 、 『 天 義 』 第 7期 。  
「 斯 諦 勃 咢 克 」 、 1907年 10月 30日 、 『 天 義 』 第 8・ 9・ 10期 合 刊 。  
「 裴 彖 飛 」 、 1907年 10月 30日 、 『 天 義 』 第 8・ 9・ 10期 合 刊 。  
「 文 章 之 力 」 、 1907年 10月 30日 、 『 天 義 』 第 8・ 9・ 10期 合 刊 。  
「 中 国 人 之 愛 国 」 、 1907年 11月 30日 、 『 天 義 』 第 11・ 12期 合 刊 。  
「 見 店 頭 監 獄 書 所 感 」 、 1907年 11月 30日 、 『 天 義 』 第 11・ 12期 合
刊 。  
「 坊 淫 奇 策 」 、 1907年 11月 30日 、 『 天 義 』 第 11・ 12期 合 刊 。  
「 論 俄 国 革 命 與 虚 無 主 義 之 別 」 、 1907年 11月 30日 、 『 天 義 』 第




（ 10） 『 天 義 』 の 世 界 語 に 関 す る 記 載 は 以 下 の 通 り 。  
「 本 社 重 要 広 告 」 に 「 世 界 新 語 文 法 書 」 と あ る 。 1908年 1月 15日 、
第 15期 。 口 絵 に ザ メ ン ホ フ の 肖 像 画 、 「 貧 民 唱 歌 集 」 に ザ メ ン ホ
フ の 詩 二 首 及 び 「 ESPERANTO詞 例 通 釈 總 序 」 が 劉 師 培 の 訳 で 掲 載 。
1908年 3月 15日 、 第 16・ 17・ 18・ 19四 冊 合 刊 。  
（ 11） 1908年 の 出 来 事 。  
（ 12） 錢 玄 同 の 世 界 語 に 関 す る 主 な 論 文 や 発 言 は 以 下 の 通 り 。  
「 論 世 界 語 與 文 学 」 、 1917年 6月 1日 、 『 新 青 年 』 第 3巻 第 4号 。  
「 答 陶 履 恭 論 Esperanto」 、 1918年 2月 15日 、 『 新 青 年 』 第 4巻 第 2
号 。  
「 中 国 今 後 之 文 字 問 題 」 、 1918年 4月 15日 、 『 新 青 年 』 第 4巻 第 4号 。  
「 答 孫 国 璋 論 Esperanto」 、 1918年 4月 15日 、 『 新 青 年 』 第 4巻 第 4
号 。  
「 論 Esperanto  區 聲 白 」 、 1918年 5月 5日 、 『 新 青 年 』 第 5巻 第 2号 。  
「 論 Esperanto  孫 国 璋 」 、 1918年 5月 5日 、 『 新 青 年 』 第 5巻 第 2号 。  
「 對 於 朱 我 農 君 兩 信 的 意 見 」 、 1918年 10月 15日 、 『 新 青 年 』 第 5巻
第 4号 。  
「 渡 河 與 引 路 」 、 1918年 11月 15日 、 『 新 青 年 』 第 5巻 第 5号 。  
「 中 国 文 字 與 Esperanto 姚 寄 人 」 、 1918年 11月 15日 、 『 新 青 年 』
第 5巻 第 5号 。  
「 中 国 文 字 與 Esperanto 胡 天 月 」 、 1918年 11月 15日 、 『 新 青 年 』
第 5巻 第 5号 。  
「 中 国 文 字 與 Esperanto 區 聲 白 」 、 1919年 1月 15日 、 『 新 青 年 』
第 6巻 第 1号 。  
「 Esperanto 周 祜 」 、 1919年 2月 15日 、 『 新 青 年 』 第 6巻 第 2号 。  
「 Esperanto與 現 代 思 潮 」 、 1919年 2月 15日 、 『 新 青 年 』 第 6巻 第 2
号 。  
「 悼 馮 省 三 君 」 、 1924年 6月 23日 、 『 晨 報 副 刊 』 。  
（ 13） 1924年 5月 20日 、 『 晨 報 副 刊 』 。  
（ 14） 1917年 6月 1日 、 『 新 青 年 』 第 3巻 第 4号 。  
（ 15） 大 杉 栄 と エ ス ペ ラ ン ト の 関 わ り は 、 以 下 の 文 献 が 詳 し い 。  
『 大 杉 栄 と エ ス ペ ラ ン ト 運 動 』 、 宮 本 正 男 、 1988年 2月 、 黒 色 戦 線




「 日 中 エ ス ペ ラ ン ト 交 流 史 の 試 み 」 、 高 杉 一 郎 、 1966年 、 『 文
学 』 34号 、 岩 波 書 店 。  
「 大 杉 栄 の み た 中 国 」 、 川 上 哲 正 、 2002年 、 『 初 期 社 会 主 義 研
究 』 15号 、 初 期 社 会 主 義 研 究 会 。  
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